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ご挨拶 
習志野市企業局 

企業管理者 本城 章次良 

 

平成２6 年度、第２回習志野市公営企業運営協議会の開会に際し、ひとこと、ご挨

拶を申し上げます。 

本日は、大変お忙しい中、本運営協議会にご出席いただきまして、誠にありがとう

ございます。 

委員の皆様には、平素より、私ども企業局、そして、習志野市行政に対しまして、

貴重なご提言、ご指導を賜り、心より感謝申し上げます。 

本日の会議では、まず、企業局のガス事業について、ご説明をさせていただきます。

こちらは、先日、市の管理職が一同に会する会議の際に、企業局のガス事業に対する

理解を深めていただく為に、発表したものでございます。 

委員の皆様におかれましては、すでに、ご承知置きいただいております部分もある

かと存じますが、改めて、お聞きいただけましたら幸いです。 

次に、平成２５年度の決算案につきまして、ご説明をさせていただきます。 

 平成２５年度決算につきまして、私から概要を申し上げますと、ガス事業につきま

しては、最終的に、３億 3,338 万２千円の利益を計上することが出来ました。しかし

ながら、一方で、水道事業につきましては、水道販売量の低下などに伴い、1,472 万

９千円の損失となりました。 

 水道事業につきましては、後ほど、議題の中で、詳しくご説明をさせていただきま

すが、委員の皆様におかれましては、今後の水道販売量の維持拡大や、水道事業全般

につきまして、是非、ご意見を頂戴できればと考えております。どうぞよろしくお願

いします。 

さて、去る８月 1 日に、習志野市は６０回目の誕生日を迎えたところでございます。

習志野市も、そしてこの企業局も、これまで、多くの関係者の皆様が、伝統を築き上

げ、そしてそれが脈々と受け継がれて、水道事業６５年、ガス事業５６年の歴史を経

て、今日に至っております。 

市制施行６０周年を迎え、改めて、諸先輩方が築き上げてくださったものに感謝を

しつつ、これまで以上に、良質なサービスを提供していけるよう、意欲的に事業展開

をしてまいりたいと考えております。 

委員の皆様には、引き続き、ご指導、ご鞭撻を賜りますよう、よろしくお願い申し

上げます。 

最後になりますが、本日の会議におきましては、和やかな雰囲気の中で、委員の皆

様に、忌憚のないご意見をいただければ幸いでございます。 

本日の会議が、充実した場となりますことを心からご祈念申し上げ、開会に当たり

ましてのご挨拶に代えさせていただきます。 
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会議次第 

 

 

１．議題 

企業局のガス事業について 

平成２５年度習志野市公営企業会計決算概要（案） 

 

２．報告事項 

① 第１給水場更新事業について 

② ガスフェスタの開催について 
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1 お客様（メ－タ－）増加件数 件

　 　 　

2 平成２５年度末お客様（メ－タ－取付）件数 件 （対 前 年 度 比　　　 ％増）

　 　

3 ガス販売量 （４５　ＭＪ） 千m3 （対 前 年 度 比　　　 ％減）

　 　

4 ガス導管の本支管布設延長数 ｍ

　事業収益は、７，６６０，２４３千円で前年度比５．８％の増収、対する事業費用は、７，３２６，８６１千円で

前年度比５．３％の増加となりました。

　 営業収益は、全額ガス売上で、販売量は工業用が増加したものの家庭用が減少したことから、前年度に比べ

減少となりましたが、原料である外国産天然ガスの価格が年間を通じて高値で推移したことから、原料費調整

制度による単位料金に反映されたことで、前年度に比べ４４８，４７８千円増収の６，８５７，４９１千円となりました。

 　一方、営業費用も、購入ガス費が増加し、前年度に比べ４６２，１９４千円増加の６，８２９，８８９千円で、

営業収支は２７，６０２千円の利益となりました。

　このほか、営業雑収支の一般家庭及びマンション等のガス設備工事と器具販売における利益４３，７６３千円と、

営業外収支の利益１８４，８５５千円、土地売却等による特別損益７７，１６２千円を加えた後の

当年度純利益は、３３３，３８２千円となりました。

平成２４年度繰越利益剰余金　　　　　　 ４８７千円

平成２５年度純利益　　　　　　 ３３３，３８２千円

☆　　　　　　未処分利益剰余金　　　　　　 ３３３，８６９千円

利益剰余金処分額

１００，０００千円

建設改良積立金 ２３０，０００千円 ３３０，０００千円

翌年度繰越利益剰余金 ３，８６９千円

 

　　　　　　　　　　　　　　　　　 １．事　業　収　益　（消費税等含む）

収 収 　 ２．事　業　費　用　（消費税等含む）

　

益 　 １．事　業　収　益　（消費税等含まず）

２．事　業　費　用　（消費税等含まず）

的 支 当　年　度　純　損　益　 －

　 　 １．資　本　的　収　入（消費税等含む）

資 収 　 ２．資　本　的　支　出（消費税等含む）

本 　

的 支 　

－差　引　不　足　額

(2)

減債積立金(1)

　　○　

事　業　別

項　　　目

　　○　

平 成 ２５ 年 度 習 志 野 市 ガ ス 事 業 決 算 概 要（案）

議 案 第 号

区分 摘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　要

事 756

業 75,111 1.0

の

概

64,795 0.1

7,119

要

収

支

の

概

執 行 率 前年増減比

要

剰

余

金

の

処

分

千円 （Ｂ - Ａ） 千円

予　算　額 決　算　額 増　減　額

％ ％

8,697,400 8,038,335 △ 659,065 92.4 5.8

(Ａ) 千円 (Ｂ)

8,578,800 7,662,485 △ 916,315 89.3 5.4

8,284,000 7,660,243 △ 623,757 92.5 5.8
8,214,000 7,326,861 △ 887,139 89.2 5.3

70,000 333,382 263,382 19.1

101,000 31,789 △ 69,211 31.5 △ 47.6
1,148,000 908,878 △ 239,122 79.2 △ 7.2

△ 81 99.9 2.1
(1) 建 設 改 良 費 1,040,900 801,859 △ 239,041 77.0

1,047,000 877,089 △ 169,911 －

△ 8.4
(2) 企 業 債 償 還 金 107,100 107,019

6,139,650

5,366,381

5,741,761
6,049,123

6,409,013

6,857,491
63,931 61,668

66,023
63,778 64,845

64,795

0
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30,000
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4,000,000

4,500,000

5,000,000

5,500,000

6,000,000

6,500,000

7,000,000

２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度

販売量（千ｍ３）
ガス売上（千円）

販売量及びガス売上の推移

4,038

2,983
3,445

3,830
4,103

4,693

639

629

621

619
644

542791

863

810

790
774

755413

398

395

414
435

431
119

177

196

125

169

181922

765
760

720
835

725
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2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度

（百万円） 事業費用 構成別の推移
その他

修繕費

委託料

減価償却費

職員給与費

原料・購入ガス費

６,４９８

６,９２２

５,８１

５

６,２２７

６，９６０

７，３２７

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

習志野市 Ａ社 Ｂ社 Ｃ社

（円）

近隣ガス事業者料金比較表

４,６２５円
（習志野市を１とした場合）

５,８４５円

（１.２６倍）

６,１１８円

（１.３２倍）

（消費税等含む）

６,２１８円
（１.３４倍）

販売量

ガス売上

一般家庭で１ヶ月平均３３m3のガスを使用した場合

（４５ MJ/m3） 平成２６年３月末現在

（４５ ＭＪ換算）
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1 お客様（メ－タ－）増加件数 件

　 　

2 平成２５度末お客様（メ－タ－取付）件数 件 （対 前 年 度 比　　　 ％増）

　 　

3 水道販売（給水）量 千m3 （対 前 年 度 比　　　 ％減）

　

4 配水管の本支管布設延長数 ｍ

　事業収益は、１，８０８，１８３千円で前年度比２．０％の減収、対する事業費用は、

１，８２２，９１２千円で前年度比０．６％の減少となりました。

　 営業収益は、給水収益が主で、販売量は節水意識の浸透や節水機器の普及などの影響により

前年度に比べ減少したことから、３４，００６千円減収の１，７８６，１６７千円となりました。

　 一方、営業費用は、動力費等が増加しましたが、経費の節減等に努め、前年度に比べ

１１，１８６千円減少の１，８０３，５６３千円で、営業収支は１７，３９６千円の損失となりました。

　　このほか、営業外収支の利益２，６６７千円を加えた後の、

当年度純損失は、１４，７２９千円となりました。

平成２４年度繰越利益剰余金　　　　　　 １，００６千円

平成２５年度純損失　　　　　　 １４，７２９千円

☆　　　　　　未処理欠損金 １３，７２３千円

欠損金処理額

利益積立金繰入額 １３，７２３千円 １３，７２３千円

翌年度繰越欠損金 ０千円

（参考）

利益積立金２４年度末残高 ５８，６１１千円

利益積立金繰入後残高 ４４，８８８千円

 

　　　　　　　　　　　　　　　　　 １．事　業　収　益　（消費税等含む）

収 収 　 ２．事　業　費　用　（消費税等含む）

　

益 　 １．事　業　収　益　（消費税等含まず）

２．事　業　費　用　（消費税等含まず）

的 支

　 　 １．資　本　的　収　入（消費税等含む）

資 収 　 ２．資　本　的　支　出（消費税等含む）

本 　

的 支 　

平 成 ２５ 年 度 習 志 野 市 水 道 事 業 決 算 概 要（案）

議 案 第 号

区分 摘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　要

517
事
　
業
　
の
　
概
　
要

55,075 0.9

11,736 1.3

3,558

収
　
支
　
の
　
概
　
要

欠
　
損
　
金
　
の
　
処
　
理

　　○　

(1)

　　○　

事　業　別 予　算　額 決　算　額 増　減　額 執 行 率 前年増減比

項　　　目 (Ａ) 千円 (Ｂ) 千円 （Ｂ - Ａ） 千円 ％ ％

2,060,100 1,897,174 △ 162,926 92.1 △ 2.0
2,037,900 1,902,692 △ 135,208 93.4 △ 0.7

1,963,000 1,808,183 △ 154,817 92.1 △ 2.0
1,953,000 1,822,912 △ 130,088 93.3 △ 0.6

当　年　度　純　損　益　 10,000 △ 14,729 △ 24,729 － △ 233.5

501,200 381,242 △ 119,958 76.1

1,045,600 871,019 △ 174,581 83.3

△ 5.4
1,127,400 952,700 △ 174,700 84.5 48.4

55.1
(2) 企 業 債 償 還 金 81,800 81,681 △ 119 99.9 1.5
(1) 建 設 改 良 費

差　引　不　足　額 626,200 571,458 △ 54,742 － －

1,854,194
1,823,783

1,851,640
1,815,272 1,807,449

1,772,212

12,100 12,029 12,184
11,964 11,886

11,736
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13,000
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2,000,000

２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度 ２５年度

販売量（千ｍ３）
給水収益（千円）

販売量及び給水収益（料金収入）の推移

給水収益

販売量

403 403 405 405 404 403

294 275 279 246 253 232

612 610 611 621 634 628

151 155 153 172 166 149

123 126 155 135 129 138

235 228 217 241 249 273
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（百万円）
事業費用 構成別の推移

その他

修繕費

委託料

減価償却費

職員給与費

受水費

１,８２３１,８１８ １,７９７ １,８２０ １,８２０ １,８３５

３,１００円

（１.２４倍）
３,０４５円

（１.２１倍）
２,９８２円

（１.１９倍）
２,９４０円

（１.１７倍）
２,７５１円

（１.１０倍）
２,６４６円

（１.０５倍）
２,６３５円

（１.０５倍）

２,５０９円

（習志野市を

１とした場合）
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習志野市 構成団体Ａ 構成団体Ｂ 構成団体Ｃ 構成団体Ｄ 構成団体Ｅ 構成団体Ｆ 構成団体Ｇ

（円）

北千葉広域水道企業団構成団体料金比較表
一般家庭で１ヶ月平均２０ｍ３の水を使用した場合
（口径 ２０ミリメ－トル） 平成２６年３月末現在

（ＪＲ総武線を境に内陸地域が習志野市の料金となります。）

（消費税等含む）
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　　　　　水道販売量の状況について
北千葉構成団体　販売量（平成22年度～平成24年度）

23－22 24－23 23－22 24－23
① 千葉県 304,909 295,953 296,379 -8,956 426 -2.9% 0.1%
② 松戸市 7,666 7,482 7,427 -184 -55 -2.4% -0.7%
③ 野田市 14,279 14,026 13,972 -253 -54 -1.8% -0.4%
④ 習志野市 12,184 11,964 11,886 -220 -78 -1.8% -0.7%
⑤ 柏市 38,426 37,820 36,820 -606 -1,000 -1.6% -2.6%
⑥ 流山市 16,053 15,907 15,849 -146 -58 -0.9% -0.4%
⑦ 八千代市 18,782 18,505 18,362 -277 -143 -1.5% -0.8%
⑧ 我孫子市 12,768 12,513 12,363 -255 -150 -2.0% -1.2%

（単位：千㎥）

構成団体
販売量　差引 増減割合

平成22年度 平成23年度 平成24年度

290,000

292,000

294,000

296,000

298,000

300,000

302,000

304,000

306,000

平成22年度 平成23年度 平成24年度

①千葉県

千葉県
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7,350

7,400

7,450

7,500

7,550

7,600

7,650

7,700

平成22年度 平成23年度 平成24年度

②松戸市

松戸市

13,800

13,900

14,000

14,100

14,200

14,300

14,400

平成22年度 平成23年度 平成24年度

③野田市

野田市

11,700

11,800

11,900

12,000

12,100

12,200

12,300

平成22年度 平成23年度 平成24年度

④習志野市

習志野市

36,000

36,500

37,000

37,500

38,000

38,500

39,000

平成22年度 平成23年度 平成24年度

⑤柏市

柏市

15,700

15,750

15,800

15,850

15,900

15,950

16,000

16,050

16,100

平成22年度 平成23年度 平成24年度

⑥流山市

流山市

18,100

18,200

18,300

18,400

18,500

18,600

18,700

18,800

18,900

平成22年度 平成23年度 平成24年度

⑦八千代市

八千代市

12,100

12,200

12,300

12,400

12,500

12,600

12,700

12,800

平成22年度 平成23年度 平成24年度

⑧我孫子市

我孫子市
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第１給水場更新事業について 

 

【基本・実施設計業務の委託業者が決定しました。】 

  第 1 給水場更新工事の基本・実施設計業務について、平成２６年８月８日

に日本水工設計株式会社と業務委託契約を締結いたしました。 

  今後は、本年９月上旬より、現地において地盤状態を確認するボーリング調

査を実施する予定です。 

  なお、この土地には、旧陸軍の施設が存在しておりましたので、環境省にも

ご協力をいただき、環境調査も実施し、万全の対策を図ります。 

 

【設計業務契約内容】 

 １．契約業者名 日本水工設計株式会社 千葉事務所 

 ２．業者所在地 千葉県千葉市中央区新町１８番地１２ 

 ３．契 約 日 平成２６年８月８日 

 ４．委 託 期 間 平成２６年８月８日～平成２８年３月７日 

 ５．予 算 金 額 １３２，２６８，０００円（消費税含む） 

６．契 約 金 額 １０５，３００，０００円（消費税含む） 

７．選 定 方 法 プロポーザル方式による選定 

 

【今後の予定】 

１．基 本 設 計 平成２６年８月～平成２７年３月 

① 地盤調査（日本水工設計株式会社 千葉事務所）平成２６年９月上旬～１０月下旬 

② 安全確認のための環境調査（環境省）平成２６年９月上旬～１０月下旬 

 ２．作 業 場 所 習志野市泉町３丁目７６番１５７ 

         ※案内図は裏面をご参照ください。 

３．実 施 設 計 平成２７年４月～平成２８年３月 

４．本 工 事 平成２８年度～平成３１年度 

 

 

 

 

7



案 内 図 
 

 

 

 

 

 

作業場所 

東邦大学付属 

中学校 高等学校 

マ 

ラ 

ソ 

ン 

道 

路 

津田沼ローヤルコーポ 

8



9


